
中
央
図
書
館
、
音
楽
ホ
!
ル
、
展
望
室
等
を
建
設

市
と
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
だ
め
の
指
針
と
芯
る
「
新
総
合
計
麺
」
は
、
昭
和
但
年
躍
に

ス
タ
ー
ト
。
こ
の
滋
か
で
、
我
孫
子
駅
潟
辺
は
市
の
中
山
拠
点
と
し
て
位
盤
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
構
口
は
ほ
、
市
ガ
一
例
到
す
る
蝿
物
線
蹄
熔
が
お
り
、
一
の
で
は
こ
の
貨
物
線
跡
地
を
利
用
し
て
、
市

の
中
山
口
蛾
拠
点
を
形
成
す
る
い
心
め
の
「
級
」
と
な
る
施
設
建
設
を
計
臨
。
之
の
癌
般
の
基
本
万
針
と
し

て
は
、
文
妃
機
能
、
市
役
所
機
能
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
機
能
都
ど
を
も
毘
せ
る
こ
と
と
し
、
市
民
寄
臓

の
意
見
を
皮
誤
さ
せ
容
が
ら
施
搬
態
設
の
謀
本
計
一
踏
を
桟
討
し
て
き
ま
し
定
。
今
号
で
は
、
こ
の
基

本
計
画
ガ
ま
と
ま
り
ま
し
恕
の
で
、
そ
の
概
要
港
器
知
5
せ
し
ま
す
。

H
金
一
紬
蹴
日

nt~平の1重久平和{耳、人主翼手毛i還の願Lït"Õ5る。
しかしながら》多8なおE世界(J)童書きな、核戦争(J)危機をはらみ右
主義iこA!l1こたえfJい。
わが~I手緩ーの被爆恩として、後兵器の恐ろしさと、後君事畿のき
しみ華全世界の人々 に訴え、 E写びs.!語.1量的の惨績を織り返しさは
ならない萌
我孫子第ld:mE認のま裁と安全聖守るため、い力、なる留のいか与る
綴災君主iζ約しても、そのJit絡を求め、ここに平和都市在塗雲きする。
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ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

新
総
合
計
闘
の
な
か
で
は
、
住
宅

の
ま
と
ま
り
や
交
通
の
利
便
性
等

を
考
厳
し
、
「
市
民
生
活
を
支
え
る

各
秘
機
能
が
築
秘
す
る
拠
点
」
を

寄
宿
硝
夜
の
釈
南
の
貨
物
線
跡
地
〈
青

色
内
)
告
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
模
型

市
内
S
つ
め
釈
の
国
周
辺
に
形
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
我
孫
子
駅
間
周
辺
に
つ
い
て
は
、

地
匹
釣
な
拠
点
形
成
に
加
え
、
全

市
に
対
応
す
る
8
常
レ
ベ
ル
で
の

サ
ー
ビ
ス
欝
喪
に
こ
た
え
る
た

め
、
商
業
・
諜
務
機
能
の
ほ
か
、
文

化
・
娯
楽
機
能
会
合
む
「
市
の
中
心

拠
点
い
と
し
て
佼
絞
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
間
服
欽
か
ら
市
が
的
対

校
し
た
我
孫
子
航
海
誌
の
貨
物
線

跡
地
に
、
中
心
拠
点
の
核
と
な
み

摘
殺
を
建
設
ナ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
総
数
内
容
と
し
て
は
、
市
誌

の
皆
さ
ん
の
聾
望
を
考
惑
し
、
駅

前
と
い
う
立
地
条
件
の
よ
い
こ
と

か
ら
、
音
楽
ホ

i
ル
等
の
文
化
的

な
施
設
や
関
番
館
等
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
公
共
的
な
施

設
を
合
わ
せ
も
っ
た
単
一
の
大
相
減

額
複
合
文
化
務
設
と
な
り
ま
す
。

貨
物
線
跡
地
の
敷
地
謡
楠
は
、

約
5
6
7
0
一
千
万
幻
で
す
Q

こ
の

土
地
の
形
状
は
組
長
く
、
施
設
の

建
設
時
期
に
つ
い
て
は
、
我
wm
子

駅
前
の
…
弘
臨
整
理
事
業
と
の
関
係

も
あ
り
、
雄
投
工
事
は
1
期
と
2

期
と
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

ー
期
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成工

期
と
し
て
は
約
2
年
。
こ
の

に
よ
っ
て
硝
設
全
体
的
約

m
yが

完
成
し
、
工
期
工
事
部
分
に
つ
い

て
は
、
平
成
7
年
度
に
庁
j
ブ
ン

所:

※爵天の場合は市民体育競

残
り
の

2
期
工
事
分
の

建
設
時
期
は
つ
い
て
は
、
-
期
工

事
町
一
~
了
後
-PM
予
定
し
て
い
法
す
が
、

具
体
的
な
時
期
は
つ
い
て
は
税
引
砲

の
と
こ
ろ
米
定
と
な
っ
ま
す
。

の主

*
 

組
合
文
化
的
地
設
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
切
な
お
、
ー
刑
期
工

事
分
と

2
期
工
事
分
と
に
分
け
て

{
1
期
工
事
分
…

。
中
央
関
書
館
市
民
間
番
館
の

中
央
館
と
し
て
の
地
役
。
駅
前
と

い
う
立
地
条
持
の
良
さ
か
ら
、
夜

間
同
の
科
綿
も
検
討
。
減
番
数
は
、
潤

都
年
怪
倒
的
の
市
民
体
力
。
っ
く
り

大
会
が
、
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ご
家
族
で
、
友
迷
同
支

で
心
埼
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
批
判
臼
は
市
民
体
育
館
会

。
主
な
磯
呂
(
線
上
競
技
場
)

串
徒
競
争
(
初
日
、

1
0
0
H
M
)
本

パ
ン
食
い
競
争
本
親
子
リ
レ

i

ヰ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
串
障
害
物

競
争
率
夫
紛
糾
村
良
〈
本
綱
引
き

本
一
年
代
別
相
対
抗
リ
レ
ー
な
ど

。
壮
年
体
力
テ
ス
ト
(
陸
と
腕

技
場
、
午
前
山
待
初
分
か
ら
結

時
〉
*
・
血
思
測
定
本
握
力
本
反

復
横
飛
ぴ
寧
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ

ル
芝
府
一
夜
飛
ぴ
本
急
歩

。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
購
溜
会

(
権
上
競
技
場
)

院
間
別
訪
万
僚
と
時
間
部
に
お
万
冊
の

合
計
部
万
冊
を
予
定
。

窃
音
楽
ホ

i
ル
市
民
め
文
化
・

謀
総
活
動
の
発
表
の
場
と
問
時

に
、
緩
め
高
い
謀
術
文
化
に
ふ
れ

る
こ
と
め
で
き
る
施
設
。
機
席
数

同川、

6
0
0人
分
躍
度
を
?
?
錯
。

。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
紘
一
郎
・
替
選
燥

を
は
じ
め
、
各
穂
イ
ベ
ン
ト
混
一
不

な
ど
を
行
う
施
設
。
市
民
の
持
品

発
表
や
著
名
な
世
間
術
家
な
ど
の
持

品
鑑
賞
の
場
と
し
て
利
用
。

窃
多
国
的
ホ
i
ル
講
清
会
や
各

種
会
灘
、
蟻
一
京
、
催
し
な
ど
が
行
え

る
施
設
。
収
容
人
数
は
1
5
0
人

。
住
撲
鴻
齢
ス
ベ

i
ス
さ
ま
家

中
小
な
会
合
物
却
に
利
用
で
き
る
雄
設
0

0
戦
食
堂
和
問
機
ホ
ー
ル
等
に
連

絡
の
よ
い
軽
食
棋
茶
を
設
設
予
怒
。

対ヌす議色用

。
駐
車
場
、
駐
輪
場

地
殺
を
利
用
す
る
来
客
用
と
し
て

約
1
0
0
台
分
を
予
定
。
中
ぷ
た
、
駐

輪
場
辻
、
去
に
税
村
知
子
駅
利
潟
の
通

勤
-
通
学
者
用
に
1
5
0
0
台
分

タド

{
2
期
工
事
分
}

。

市

役

所

支

所

へ

和

使
伎
の
高
い
行
政
サ

i
ピ
ス
を
提

供
(
戸
籍
勝
・
抄
本
、
住
民
梁
な
ど

の
交
付
や
印
鑑
登
鍬
な
ど
)
。

。
端
黄
金
鴻
セ
ン
タ
i

諮
費
者

か
ら
の
音
訓
同
州
地
選
、
高
田
開
テ
ス
ト
、

消
波
者
育
成
な
ど
を
行
、
フ
箱
設
。

。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
一
止
に
焔
設
利
用

者
を
対
象
と
し
た
収
容
人
数
1
0

0
人
穏
度
の
食
没
。

。
シ
潟

i
ル
ー
ム
行
政
情
報
そ

鵠
供
す
る
情
報
セ
ン
タ
!
的
機
能

を
備
え
な
が
ら
、
市
内
の
総
裁
や

ま
ち
な
ど
を
紹
介
す
る
絡
設
。

。
駐
輪
場

1
5
0
0
品
川
分
を
設

基

。
震
調
蜜
立
地
条
件
と
し
て
も

市
の
緒
形
の
な
か
で
標
高
め
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
本
職
設
の
ン
ン
ポ

ル
的
な
地
設
。
高
谷
は
約
mwv判。

四
}
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
鑓
濁
し
て
い
ま
す

反のょι家公
"Pj込ぶ下
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合併処理浄化槽のご利用を

補
助
対
象
地
域
は
公
共
下

水
道
認
可
区
域
外
の
地
域

市
で
は
、
生
活
排
水
の
汚
れ
を

静
化
す
る
合
併
処
鳴
神
化
蜘
閣
を
設

絞
す
る
場
合
応
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
ム
ナ
。
ご
利
用
く
だ
怒
い
。

合
部
処
寝
静
化
槽
は
、
し
牒
め

廷
か
、
台
所
や
洗
灘
、
風
呂
な
ど
の

排
水
も
併
せ
て
処
理
す
る
浄
佑
摺

で
、
生
活
排
水
の
汚
濁
物
質
を
問

分
の

1
以
下
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
方
、
単
独
処
理
浄
化
槽

政

行
政
棺
競
遊
間
は
、
行
政
籾

つ

い

の

は

、

一

践
を
開
設
し
患
や
路
、
市
町
村

の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
事
務
処
理

が
遅
い
」
、
「
こ
う
し
て
欲
し

い
」
、
「
不
綴
切
で
お
る
」
な
ど
、

行

政

に

対

し

て

の

や

恕

第814器

今
月
は
、
次
の
と
お
り
定
例

行
政
相
続
を
開
設
し
ま
す
の
で

叩

し

。

V
日
時
叩
月
初
8

叩
時
か
ら
午
後
3
時

V
場
所
公
社
事
務
所
3
階
市

民
相
談
室

V
担
当
相
談
員
木
川
猿
(
本

町
)
宮
(
位

)
1
8
5
9、
斎
藤
栄

子
(
泉
)
岱

(
U
M
)
8
7
4
5

V
問
い
合
わ
せ

は
、
し
聞
紙
だ
け
の
処
理
の
た
め
、
生

活
排
水
は
米
処
理
の
ま
ま
放
流
さ

し
u

・

は

、

増

改

鱗

等

は

も

と

よ

り
、
単
独
処
環
静
化
槽
ゃ
く
み
取

り
使
蛾
憎
か
ら
の
切
り
換
え
に
つ
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

V
矯
動
対
象
地
域
公
共
下
水
道

事
業
計
惑
の
認
可
区
域
並
び
に
地

域
し
尿
処
理
擁
設
等
の
区
域
を
除

く
地
域

600.000丹
700，000円
800，000問
900，000内
1，000，000内
1，100，000円

5人糟
s人槽
7人檎

8人槽
9人槽

10人檎

O グ) .... 
p 小補
型勘
合対
併象
処 3争
犠イヒ
浄撞
千乙
機 10
で入
、以

8 下

放
流
水

質
の

B
O
D
-
w
m
あ
た
り
鉛
~
グ

ラ
ム
以
下
(
臼
間
関
平
均
健
)
の
機
能

を
も
つ
も
の
。

※
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
一
所
定
め
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
韓
環
境
保

全
係
官
(
部
)
1
1
1
1
内
線
5
6

8
へ
お
総
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
法
人
立

圏被
保
険

者
の
方
会
対
象
に
、
は
り
、
き
ゅ

う
、
あ
ん
ま
、
?
ッ
サ

i
ジ
、
指
庄

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
河
歳
以
上

の
方
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
気
軽
立
ご
初
期
く
だ
さ
い
。

V
対
象
者

築防止
週間

知月118(金)'-17白(木〉

逮
反
雑
築
物
は
、
使
用
す
る

人
に
と
っ
て
安
全
上
支
隊
が
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
環
境
を

破
壊
す
る
大
き
な
原
因
と
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
新
築
や
増

設
畿
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
雄

物
に
つ
い
て

ウ
い

て
は
建
築
士
と
相
談
し
、
逃
皮

め
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
お

な
お
、
こ
の
期
間
中
「
全
国
一

斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ

i
ル
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。u撞
築
指
導
課
日
付

V
入
閣
検
定
と
手
続
窓

口川

h
v弓
3
句ふ

1
&事
Y
内ふ

中
皆小

児

日が
っ
し
て
く
だ
さ
い

V
問
い
合
わ
せ

各
幼
稜
額
へ

の設備の
近
代
化
の
た
め
の
長
期

金
が
ス
ム

i
ズ
に
借
り
ら
れ
る
よ

う
お
手
絃
い
を
す
る
千
鴫
県
慣
用

保
誌
協
会
の
信
用
保
甑
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
学
校
法
人
立
幼
稚
腐
の
平

成
4
年
度
新
入
醤
児
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

V
入
置
車
内
訪
問
バ
訪
日
(
火
)

か
ら
下
表
各
機
で
議
内
密
等
を
頒

で
の

6
か
月
分

(
1
人
口
牧
)

V
助
成
金
工
程
8
0
0
m門
(
施

術
所
に
は
8
0
0
丹
を
蓋
し
引
い

た
額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
)

V
問
い
合
わ
せ
留
保
年
金
課
給

付
保

中
小
企
業

近
代
俗
資

械
設
備
を
近
代
化
し
ょ
、
っ
と
す
る

と
き
、
患
が
経
営
拾
断
を
行
っ
て

夜
接
長
期
無
利
子
の
資
金
を
融
資

圏 名 月庁 宅生 t也 電話

め Lf l:.. i誌はJ2ω7ω5 (84) 1313 

ひかり 議議2-3-1 (85) 0415 

若 支ま 4>1雲[515 (88)2026 

i潟花会;議選~t重宝8-10-2 (88) 1001 

i怒 ~t 白 iまら 誇努北重量シ2…1 (88)2211 

わ アゴ 布佐1275 (89) 1608 

二階主主 久苦手家479-1 (85) 1371 

!エーデノレ 泉24叩32 (84) 4804 

つくしの つくし聖子6-23-10 (84) 3200 

j布佐合梢18 (89) 0231 

V市内学校法人点幼稚閣

し
て
い

V
別
利
用
方
法
関
保
年
金
課
に
被

保
験
者
誌
と
印
鑑
を
持
参
し
、
施

設
利
用
出
券
交
付
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
発
行
さ
れ
た
施
設

利
用
券
と
被
保
険
者
献
を
持
参
の

、っ、ぇ、

企
ん業

さ

ヘ者そ

の
鳴
の
業
種
に
属
す
る
会
誌
で
現

在
の
事
業
を
1
年
以
上
行
っ
て
い

る
企
業

V
貸
付
額
設
備
代
金
の

2
分
の

1
以
内
で
3
0
0
0
方
向
ま
で

V
科
卒
d

無
利
子

V
器
滋
方
法

o ....労 V
4 r"，"l政串
7 い諜し
2会込

22 み

2 
7 !J緊
1 月三
3 金
高虫
課
笠茸

極意訪神社祭私
子供用守幸典渡御経主宰

{顕覇寵部)

来
迎
飾
文
げ
商
工

に伴う3t通規制

保
証
棺
議

企
業
の
繁

千
葉
県
総
崩
保
誌
協
会
は
、
会

業
と
金
融
機
関
の
織
機
し
を
す
る

公
共
的
機
関
守
、
幕
議
資
食
め
機

入
の
お

V
対
象

県
内
で
問
問
一
卒
業
を
一

ん
で
い
る
や
小
金
業
者

V
借
用
保
証
付
で
う
け
ら
れ
る
融

資
限
度
鶴
一
殺
保
証
1
1億
2

0
0
0
万
円
、
無
控
保
保
斑
1
1

5
0
0
万
円
、
特
別
小
口
保
錠

5

4
5
0
万町内

V
借
用
僚
経
科

1
伶
当
た
り
印

万
円
以
下
日
年
0
・
5
5
%、
間

1
0
0
万
円
以
下
日
年
0
・
8
%、

問
1
0
0
万
円
超
日
年
1
%

V
織
し
込
み
金
磁
機
関
、
商
工

会
、
県
・
支
庁
・
市
役
所
(
間
工

担
当
諜
て
県
一
信
用
保
絞
協
会

V
問
問
い
合
わ
せ
子
議
燥
機
用
保

証
協
会
保
絞
綴
拘
M
0
4
7
2
〈位

。71
1

ぬ
月
6
8
(
日
)
〈
一
雨
天
の
場
合

はい
w
g〉
中
里
霧
訪
神
社
の
祭
礼
。

が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
の
問
、
子

棋
述
内
い
よ
る
神
間
側
綾
錦
、
山
総
引

き
の
た
め
、
中
総
…
薮
内
の
主
幹
線

道
路
は
率
鰐
滋
一
行
競
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
現
場
交
通
指
特
質
的

指
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
午
後
3
待
お
分
か
ら
7

待
鉛
分
ま
で
、
神
社
境
内
で
素
人

繍
強
大
会
が
一
行
わ
れ
る
た
め
、
中

、
議
雑
が
子
組
谷

め
通
行
に
は
十
分

し

山



第814景

ン
タ
ー
で

........ 

潟
北
台
ー
の
ほ
の
ぼ
山

(
溜
北
駅
南
口
徒
渉

2
分
)

控
〈
貯

)
1
?
3
1

福
あ
わ
せ
曾
毅

こ
れ
か
ら
父
親
、
ゆ
親
心
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
先
織
で
ご
参
加
を
o

v
日
時
叩
月
四

8
(土
)
午
前
9

時
鉛
分
か
ら
日
時
(
受
付
は
当
役

午
館
内
事
時
代
日
分
か
ら
)

V
内
容
本
誌
ま

の
き
ず
な
」
砕

い
出
の
入
れ
ガ

が ご
V ら "'J'.... 
持 3 30時 1m.
参喧分鵡 ILU

警部親
lill 9 1 
は詩寺|結晶
や 301 -::r 
i:&づti 本ん
1 か 1<1m. 1その
日寺ら 1i琢)(， 1グコ主ヨ
か 11 他 A乱

d努j

第
1
回
は
パ
ス
タ

オ

ル

第

4
罰
は
さ
ら
し
布

1
5
0
倒
位
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
ト

サ
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(3) 1991.旬，

4
『
母
親
学
級
日
様

むきli(7)，活
縦揺û~本滋

!tT:立反小rJ)持I科衛生
ltH反小とJliH去の係長tt

一

議

一

一

の

一

一

民

一

一

子
一
ツ
敏
一

奨
め
一
ム
後
一

栄
品
位
一
オ
の
一

め
川
地
一
号
ん
一

中
市
ヤ
一
く
や
一

川
崎
桜
一
づ
ち
一

奴
妊
一
手
ぷ
…

町
山
一

導

い

ま

す

。

ご

相

談

を

G

※
乳
児
健
絡
は
吋
77鍵
藤
手
緩
め

無
料
券

(
3
1
6
か
月
用
、

9
i
n

J
W
一
利
則
し
、
医
線
機
関

4
司
商
児
相
誤
信
器

!是

ポ!ぷ311'6 JJ 11:， 

o治手前がいきます)
。-6歳
(中日2売のある方〉

10fl22 11 
{火)

主詰官実

事事4毘

す1057i
一宵身体
計
洲
、
ゃ
ん
体
操
、
栄

義
務
談
、
品
開
料
相
談
な
ど
脊
兇
心

つ
い
て
の
抑
制
か
い
相
談
を
行
っ
て

受付湾問

告:15-9:45

(談内児)

9:45-10:3告

ツベ
u
N
タ
リ
ン
皮
脂

お
よ
O
韓
定
B
C
G

生
後

4
か
月
か
ら
義
蔵
糸
満
の

子
ど
も
で

1
肢
も
n
p
C
G接
種
を

一
〉
同
U

一
防
防
一
ぬ

名
三
十
一
邸
中
砂

混
一
し

際
問
く

ω

へ2
J

・削
4

3
…
予

4

M

孫一hv~
一
ゴ
イ
e

ぼ

子蕗ム
口

送

円

u

ザ

tns

め
織
の
健
康
を
ま
も
る
た

め
、
品
開
科
医
師
仰
の
指
導
に
よ
る
効

栄
的
な
品
闘
の
み
が
冬
方
や
衡
の
髄

様
相
談
と
希
沼
殺
に
ブ

γ
色
物
一
命

布
を
行
い
ま
す
ω

V
抑
制
尽
日
月

8
日
(
余
)

V
時
間
午
前
日
待
か
ら
日
時
ぬ

分
、
午
後
1
持
か
ら

2
時
初
分

V
場
所
保
健
セ
ン
タ

i

V
費

用

無

料

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

に
は
鴻
知
し
ま
す
)

V

時

間

午

後

1
待
問
ω
分
か
ら
2

持
部
分

V
持
参
母
子
制
蹴
手
帳

4

『
ツ
反
お
よ
び
判
定
日
C
G日
韓

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
抑
制
絞
め
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

瓦
ι官竺

1
議
半
の
唱
は
、
総
本
的
な
生

活
努
慌
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
拐

な
時
織
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
1
度
母
親
、
父
秘

め
役
割
を
み
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
持
参
母
子
制
胤
手
帳
、
問
問
診

表
、
競
ヴ
(
大
人
用
、
子
供
問

各
1
本
)

2
歳
6
か
月
間
ル
か
ら

V
 
6
歳
児

V
定
員

2
0
0翁

V
申
し
込
み
治
問
い
合
わ
せ

校
復
ハ
W
M

キ
(
1
人

1
枚
)

所
、
氏
取
材
、
年
齢
、
保

泣
訴
徐
号
を
明
記
し
、

臼
(
月
・
必
着
)

ー
の
ロ
め

日
V
弓
3
1
4

守ム

t
ノ
ワ
臼

に
湖
北
ム
ロ

ン
タ

1
8

1
1
3
1
へ

d
司

t
織

6
か
月
児
健
鰻
鯵
盤
門
口
密

織
B 

受付

象

対

10Jl 3 I二i
(本)

子
市
娯

2
年
3
月
1
日
μ

か
s

り
お
お
泳
中
ま
れ

き:15-10:30

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

ハ
ポ
リ
方
》
譲
事

V
対

象

生

後

6
か
汚
か
ら
4
議

未
満
で
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
済

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児

(
1
回
目

と

2
M悶
め
鶴
間
慨
は

6
週
間
以
上

あ
げ
る
ゆ
対
象
克
に
は
磁
知

v
a時
日
山
河
川
抗
日

時
却
分
か
ら
っ
ゐ
特
別
分

V
持
容
母
子
鎗
殺
予
帳
、
聞
紙

炎制
開
発
熱
一
奇
心
配
な
と
怒
は
、

援
心
紹
談
後
お
い

午
後
1

ι予
荷
蟻
種
は
震
療
機
関
で

次
の
予
防
接
種
は
箆
線
機
関
で

受
け
て
下
さ
い
。
山
地
内
総
殿
様
機
間
関

は
、
ぷ
悼
漣
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」

を
ご
箆
く
だ
さ
い
α

な

お

、

ふ

く

か

ぜ

の

予

防

V
持
参

V
費
用

母
子い
健
康
子
l肢
と
£ロ

一事;;;;;;;;;‘;+:.;+:‘;4争;';-;争:‘‘:-争!、4e:':与;e!‘
;A‘
:
.
:
i
i
;
;
;
‘
:
!
:
!
!
:
:
;
1
1
4
;
i
i
i
;
;
;
;
;
i
i
i
;
;
;
;。J

，

離

さ

れ

た

菌

で

、

現

荘

世

界

各

地

ら

い

の

間

心

、

統

水

疲

状

が

加

わ

ず

。

流

行

拙

掛

か

ら

の

航

史

機

に

…

一

健

康

メ

モ

⑪

に

流

行

す

る

コ

レ

ラ

の

大

言

、

よ

脱

状

態

に

陥

る

。

早

期

の

総

つ

い

て

の

液

落

葉

、

流

行

止

こ
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
機
や
坑
生
物
質
の
投
与
な
ど
、
裁
で
補
給
さ
れ
た
機
内
食
の
邦
地
一

一
戦
後
一
時
期
の
流
行
以
後
、
コ
レ
ラ
は
、
コ
レ
ラ
葱
に
汚
染
ぷ
な
治
療
を
火
、
ず
み
と
沌
亡
す
る
な
ど
ち
鰍
問
と
な
っ
て
い
ま
一

一
わ
が
目
安
卒
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
祭
れ
た
食
べ
物
を
経
良
一
部
門
い
摂
取
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
は
、
コ
レ
す
。
新
し
く
コ
レ
ラ
が
進
入
し
一

…
れ
な
か
っ
た
コ
レ
ラ
発
生
に
つ
す
る
こ
と
に
よ
り
苧
}
り
ま
す
。
ラ
菌
が
円
か
ら
は
い
る
こ
と
を
防
た
地
域
で
の
妨
ん
祝
日
誌
り
に
な
一

一

い

て

故

近

耳

に

し

ま

す

。

る

の

は

、

た

と

え

有

効

期

間

が

一

一

流

行

地

に

で

か

け

る

人

事

構

響

静

聾

野

短

く

て

も

ワ

ク

チ

ン

以

外

に

は

一

士

、

感

染

の

機

会

タ

く

な

っ

関

離

網

棚

V

覇

鶴

一

瞬

あ

り

ま

え

…

…

た

た

め

で

す

。

今

年

話

量

購

鑓

鱗

離

種

舗

轍

匂

皆

、

わ

が

閣

に

議

長

三

一

に

築

山

内

発

生

し

、

死

亡

者

も

出

っ

た

古

典

的

な

伝

染

病

が

、

再

一

一
て
話
題
を
呼
ん
だ
コ
レ
ラ
は
、
機
器
古
川

1
1
3
悶
川
、
急
激
な
ぐ
こ
と
で
十
り
し
か
し
、
警
合
レ
ぴ
流
行
す
る
危
険
が
多
く
な
っ
一

一
叫
心
的

6
世
紀
か
ら
人
類
そ
悩
下
痢
で
発
病
す
み
。
米
の
と
ぎ
汁
一
ブ
が
徳
治
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
た
今
日
、
生
食
会
す
る
と
さ
は
、
一

一
子
説
け
て
い
る
一
伝
染
病
で
す
。
様
の
水
機
…
慨
が
火
設
に
で
て
、

1

各
国
め
環
境
か
ら
み
て
、
統
一
躍
で
こ
の
こ
と
俊
一
芳
棋
に
入
れ
て
一

一
今
似
の
エ
ル
ト

l

主
三

2
j
m
μ
会
議
、
え
る
こ
と
も
あ
こ
の
簡
単
な
話
事
る
こ
と
は
寂
く
必
裂
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
…

…
一
ブ
は
、
イ
ン
ド
に
知
生
し
、
シ
ナ
り
、
縦
枕
を
伴
い
ま
す
。
そ
の
総
決
し
て
待
以
切
で
は
わ
り
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
握
…

…
イ
半
島
の
受
ル
ト
|
ル
で
分
糸
、
議
後
一
数
時
聞
か
ら
や
お
く
旅
行
者
は
細
心
の
装
会
必
一
擦
で
附
会
岱
(
槌
)
5
5
2
5

…

一
事

P
2
露
Z
E…
午

後

1
誌

分

か

ら

3

…閥均

J

披
露
一

「
ヨ
は
川

1
1
l
j
i
-
-時
か
ら

1
待

望

)

一
清
こ
り
や
鱗
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
続
も
お
受
け
し
ま
す
。

4

司
鵜
こ
り
・
腰
痛
教
護
自
羅

"、。

F時i期信| 主な

110月¥111抑制(訴)
(火) 11*1薬 ( j;ftUiy，1汲、 1*を:主主かすJ'!;Jf>:)

lOfJ 8 8 ・食事診断
{火) 栄養のバランスをとるために

i lOfl15日 IIEしい織のみがき11と博1ぞうのうろうのぞ予防
; {火) 1 Mこ号車芸術予立さの体機

， 10月2281 "1こり3菱総予防の体操
(火) 1 (体め主主総を凡ながら体主義を行います)

主義

v
I
f
t
 l
 i
 

!誌は接接 1
〉綴緩歳

すての
るな誕|該
こおさ長|当
と、 8 1= 
が主主か !怠
望後ら i事
玄18車事 ; よ
しか学 1;;
ぃ月前 I~
O かま i接 l
〈らで|種l
~. 36の|制
対か幼[耐
を月兇!問
除ま(
くで 1
~，こ銭

当
一
護
濃
会

「
百

E
せ
き

一
ジ
フ
テ
リ
ア

戸

彼

似

瓜

V
時
間
同

時
(
受
一

V
申
し
込
み

お
い
で
く
だ
さ
い
。

栄

養

相

談

栄
強
行
に
よ
る
食
事
記
鈷
の
カ

ロ
リ

i
チ
ェ
ッ
ク
や
紋
立
ア
ド
バ

イ
ス
念
行
い
ま
す
。

V
申
し
込
み

を
お
知
ら
精
神
衛
生
相
談

心
め
消
み
を
も
っ

心
給
神
衛
生
招
誠
念
行
っ
て
い
ま

す
。
-
人
で
協
ま
ず
円
い
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
荷
役
い
。

V
申
し
込
み
電
話
予
約
(
日
時
吋

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
挫
当
神
経
内
科
隠

郎
先
ル
ー健

康

相

談

門
口
湖
織
燥
に
不
安
を
持
っ
て
い

ネ
々
を
対
象
に
、
保
健
嫡
が
機
嫌

粉
織
を
行
い
ま
す
。

V
R
時

M
M
月
44
門
以
(
金
)
午
前
9

待
ぬ
分
か
ら
日
時
お
分

留
守
場
所
市
役
所

1
糊
崎
市
民
銭
前

(
銭
料
)

歯
科
健
康
教
室

E
時

「
あ
な
た
は
歯
そ
、
フ
の
う
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
を
テ
!
サ

心
機
科
医
溺
の
講
話
お
よ
び
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
漁
み
が
き
指
噂
を

行
い
ま
す
り
ぬ
と
体
の
健
康
に
つ

い

み

ま

せ

ん

か

G

V
臼
時
川
山
口
バ
幻
自

時
却
分
か
ら

3
持
部
分

V
持
参
悩
ブ
ラ
シ

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ン
タ
|
宮
(
肝
)
1
1 'i:ft 

槍
保
健
所
か
ら
斜
づ
い
日

面
目
健
慢
謹
一

V
対
象
昭
和
白
年
7
月
魚
ま
れ

〈
通
知
が
い
き
ま
す
〉

V
日
時
日
山
刀
0
0
門
口
(
火
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

V
場
一
駒
市
保
健
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
、

話
一
宵
持
問
一

'v
対
象
縦
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
山
印
紙
糸
満
の
乳
幼
児
と
死
後
…

v
a締
訪
問
バ
討
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時
(
絵
保
鶴
所
)

V
内
容
整
形
外
科
慌
に
よ
る
諒

察
・
指
導
、
保
協
婦
ぷ
よ
る
相
談

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
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務
市
民
鴎
奮
闘
開

合
〈
刷
出

)
1
1
1
0

佼
〈

mw〉
3
6
5
5

怨
〈
的
〉

d
1
3
1
1

怨

(
U〉
0
5
0
5

一一令-

後
分
館

録
制
悌
動
開
制
省
関

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
関
額

臨

書

案

内

す
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
v-名(著
者
〉

ホ
ソ
ン
ャ

ホ
ス
ト
レ
ッ
チ

体

制

抑

串

エ

ア

ロ

ど

ツ
ク
体
操
(
武
井
正
子
)
本
女
性

の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ス
ポ

;
ツ
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
事
典

(
武
藤
芳
照
)
*
か
ら
だ
.
つ
く

り
教
家
(
擦
問
登
)
本
赤
ら
ゃ
ん

体
機
(
W川
口
部
明
)
*
中
高
年
齢

殺
の
レ
ク
リ
エ
;
シ
ぉ
ン
ズ
・
が

イ
ド
ブ
ッ
ク
〈
湯
本
紙
一
次
〉
唱
な

わ
と
ぴ
教
窓
〈
佐
藤
良
余
)
本
邦

歳
か
ら
の
鶴
感
づ
く
り
(
エ
リ
ッ

ク
・
一
ア
イ
ラ

i
)

こ
の
飽
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
Q

F
B
は
な
レ
金
一

第814懇

る
U
V行
い
ま
す
。

4
歳
か
ら

9
歳
く
ら

い
の
チ
ビ
ッ
ッ
γ
集
ま
れ
/

V
良
穂
申
平
日
月

3
日
(
水
)
、
口

白
(
木
)
市
民
会
館
第

4
会
議
案
本

山
月
M
R
(木
)
布
佐
分
館
お
は
な

し
め
へ
や

マ

時

間

午

後

3
時
初
分
i
4
持

怨
灘
北
台
八
万
館
H
H
泉
純
H

V
作
品
・
作
者
間
あ
が
り
・
抑
制
ぬ

ま
さ
(
湖
北
台
)
、
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ

テ
ン
・
仲
川
た
け
(
我
孫
子
)
、
ふ

じ
"
丸
山
光
子
(
日
究
)
、
華
・
星
野

、
風
殻
'
田
中
締

内
M
布
佐
分
館
リ
日
七
四
蕊
蛾
H
H
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来
年
、
小
学
校
へ

東
(
昭
和
田
年

4
月

2
臼
か
ら
昭

和
白
年

4
月

1
5
生
ま
れ
の
児

飛
)
の
鍵
康
診
断
(
知
能
検
交
を
含

む
)
を
在
淡
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

午
後

1
時
1
1持
部
分

ボ
タ
ン
類
め
な
い
も
の

V
受
付

V
醸
装

を
着
用

V
問
問
い
合
わ
せ

控

学
校
教
育
諜

可

i
可

A
C
U
可

i

;、線北小学校

湖北台西小学校

我孫子第四小学校

我孫子第一小学校

湖北台東小学校

:並木小学校

布佐寵小学校

我孫子第三小学校

布住小学校

高野山小学校

根戸小学校

我孫子第二小学校

新木小学校

(火)

(水)

(金)

6日

11月 8日

11月 5日

11月

マ
作
品
・
作
者
兜
、
幻
花
・
内
田

藤
夫
(
古
戸
)
、
散
歩
・
小
池
洋
子

(
古
戸
)
、
美
人
間
・
平
川
、
キ
ヨ
コ(久

議
離
脱
添
織
問

ー
初
日

ま寵箆 関 ステーシ署ン名 場 完時 雲寺罪悪{午後)

2 十 峠，ド綜 (11 IE 谷公 l車 1:30-2:10

水 i i湖 北|上新* w 王手館 2初 -2:50

16 新木野|あらさ野ストア袋 3:10-4:00 

3 
3尺よ五台来!天王宮5 *ぇ:汲公悶 i 1:30-2:00 

Pド . 災:1:h 2可 l 浅野谷 3 -0~公関 2:10-2:50 
17 

'，'t 111 台 柴崎会 4 ~j-公法l 3:10-4:00 

金一水一一2て983凶Lっ布LL左ーT平王し和一家野佐台

久浮きまあけぼの公災; 2:00-2:45 

J.Ufcl.ショッどングセンター災 3:00-蓮:住吉

吉区 n' 王手 金支 2:00-2:ぬ

布イ;5:wi J!i: ~舟-tンター 3:00-品:00

11.1 三洋電機主主浴入 o 1:40-2:20 

木 24 立主 木 11.. 石家双葉t '1;: 場 2:30~34::000 0 
ぷCコA 出|合 間 itil J!ii， 公 自司 3:20-

金!11 >tN 戸! -1艮円近隣-tンター 2:00-2:40 

25 っくし野*念、ンヨツピン 1"'-tンター裳 3・00-4:00

号5よ11哲号(2饗露:)10掲の詰謹(;~)

〈火〉

{金)

月

(金)

11R 12日

11丹15日

11月18日

11月22日

窃

女声アンサンプル蒼

動綱歯

戦

1教察官

おも支

=親と

セぜ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

v
m
M
時

10 
月
20 
日

V
場
所

V
定
員

マ
参
加
費

1
人
5
0
0
円

V
講
鰯
荻
野
紀
子
氏
(
会
関
本

七
宏
子
工
芸
協
会
理
事
)

V
由
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
の
杭
所
、
氏
名
、
学

』

F
綾
子
で
楽
し
く
つ
く
ろ
う

会
い
を
求
め
亡

-
ブ
ロ
一
級
も
い
レ
ベ
ル

の
お
い
コ
ン
ク

i
ル
で
あ
る
。

「
コ
ン
ク

i
ル
で
は
、
自
分
遠
の

持
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
出
し

き
っ
て
古
楽
が
で
き
、
大
変
満
足

で
し
た
。
」
と
受
賞
め
喜
び
を
請
す

んい琉イ 主 aェ
な宝?に金子合:!krt} :::r 
?をど 3'L ン唱 。関 ! 
総会ゥグを H か
わ災たで UJ はふ
いてナ絡は設 現品
丈こ感激会了り 在!な
いわめくに 14 4Lフ

、1!iU 名ロラ
思 J 弔問ワ

モ会名 i
「で‘、 民にス:、 p
い山ノ、 ヵぜ葱E ‘ 3[ZT 

と
本
格
派

毎
週
金
総
ロ
U

に
は
、
市
民
会
館

イ
ス
ト
レ

i
ニ
ン
グ
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
綴
留
に

3
時
間
半
を
費
や

す
。
そ
の
倍
、
富
良
だ
け
の
自
主
練

習
を
月

2
密
一
行
っ
て
い
る
。

が
や
心
で
す
。

よ
い
街
づ
く
り
に
v

お
願
い
し
ま
す
。

議
開
問
中
、
連
動
の
一
一

勤

旧

側

諸

岡

崎

輔

円

以

Z
M

お

ト

問

問
題

町
、Hドh

内

"u

な
L
S
ん

都句
文芸だよりは幸子さんがつくるコ…ナーです。

締切は毎月13EI (必殺〉。パフケキでl人 1作に浪

ります。

応募先我孫子凶器市役所広報広務談

鑓軍需

告を果径選

糊
を
か
く
な
す
縛
そ
強
み
け
り
闘
中
栄
太
郎

鈴
虫
の
冴
え
て
更
け
行
く
夜
の
し
じ
ま
篠
閉
ま
さ

夜
も
一
史
け
て
湯
槽
に
ま
わ
す
虫
の
声
向
野
武
和
子

カ
付

予
庇
を
か
ざ
す
犠
ょ
っ
秋
の
声
機
老
原
千
代
子

沼

守

れ

て

杭

深

々

と

秋

め

影

壁

谷

千

鶴

子

の

萩

鰯

や

か

久

保

関

税

十

位
松
浦

山
刷
協
明

秋
波
あ
て
倣
椴
知
念
品
開
め
抜
け
る

議
水
戸
を
閉
め
て
見
返
る
虫
の
鶴

古
希
わ
れ
の
足
ど
り
う
ば
ふ
燃
の
声

ひ
ろ
ぴ
ろ
と
物
影
置
い
て
刈
密
か
な

フ
ル
ム
ン
め
胤
よ
り
対
り
し
友
呉
る
み
忠
一
力
十
川

の

機

訟

の

香

刊

し

小

山

山

礼

子

公
闘
の
砂
場
を
よ
ぎ
る
錨
め
背
を
弓
張
月
め
に
ぶ
く

照

ら

せ

り

!

公

手

孝

嗣

パ
ン
…
つ
前
に
後
に
首
ゆ
ら
せ
稿
料
吹
く
方
へ
流
れ
ゆ

診

た

り

一

一

山本実主役選

い
も
つ

ほ

だ

さ

る

る

古

希

域

住

一

熱
替
夜
今
年
の
変
も
終
り
に
て
蕊
虫
の
む
れ
は
命
か

が

や

か

す

関

口

静

江

じ
よ
う
し

自
治
会
め
二
十
年
史
の
編
纂
に
吾
れ
携
わ
る
上
持
夢

見

て

大

杉

栄

Jつ
-::> 

G
G
e
G
G
@
窃
窃
。

V
コ
ー
ナ
ー
創
刊
罵
ょ
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
子
供
用
品
、
学
習

用
品
、
白
紙
準
(
間
部
付
を
含
む
)
な

ど
、
主
と
し
て

E
用
雑
貨
等
め
紛

久
消
費
財
と
し
ゅ
ぷ
ず
。

投
畑
、
自
動
感
、
生
冬
物
は
歌
。

扱
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
市
奨
金
活
難
措

費
生
活
係
官
(
部
)
1
1
1
1
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李賢策気象潟Ilin
J
n
k
成
川
総
の
新
木
駅
か
ら
従

少
約
m
w
分
ω

気
象
台
か
ら
布
佐
々

耐
に
向
か
‘
つ
同
滋
3
5
6
ひ
線
の

山
側
心
布
依
ム
日
自
治
会
が
あ
る

(
右
箇
参
照
)

u

山
川
治
合
発
込
山
同
十
U
く
、
十
仰
牧
町

時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
税
収
、
会

川
数
は
、

1
0
3
ψ
…帯

(
8
斑)。

ゆ
}
こ
は
も
と
も
と
農
家
中
心
の

料
引
が
ほ
と
ん
ど
そ
点
め
て
い
た

が
、
今
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
情

と
や
々
ぐ
ら
い
。
農
業
も
兼
業
決

家
が
多
く
な
り
、
出
時
議
焼
家
は
わ

ず
か

7
艇
と
少
な
く
な
っ
た
ω

山
川
治
会
.
訟
を
務
め
る
新
機
怖
さ

ん
に
お
前
し
を
侍
っ
た
。

'鯛iD月[(;J日からfi自民・|

窃③国画局実\rn~
窃ぽ~@~@国自

第
6
問
鴎
民
文
句
県
ち
ば
引

は
、
日
月
訪
日
(
土
)
か
ら
m
w
a

閥
、
同
時
内
谷
地
で
お
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
文
化
の
国
体

と
も
時
ば
れ
、
全
国
の
ア
?
チ

ヰ
ア
の
文
化
部
体
が
日
ご
ろ
の

練

習

地

域

百治会訪問@¥ご
}
こ
は
町
な
か
と
逃
い
、
新
し

く
絡
し
て
診
た
方
は
ひ
と
臼
ぞ
わ

か
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
心
新
出
住

民
の
交
流
合
大
切
に
し
て
い
る
ん

で
す
“
た
と
え
ば
、
道
端
で
鋭
を

合
わ
せ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
で

も
し
て
く
だ
さ
い
と
一

よ
う
に
し
て
い
法
す
。
そ
っ
す
れ

ば
筑
般
に
あ
い
さ
つ
も
で
き
る
に

よ
、
つ
に
な
り
ま
ず
か
ら
ね
。

昭
和
記
年
以
総
て
ら
れ
た
青
年

中
年
識
や
若
議
会
と
い

の
文
化
激
動
の
活
発
也
φ

官
邸
ろ
う

と
す
る
も
の
で
、
多
仰
が
な
ゲ
ス
ト

も
出
…
摘
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
は
す
べ
て
入
場
無
料
で
す

が
、
入
場
盤
戦
券
が
必
嬰
で
す
o

v入
場
盤
珊
券
の
必
要
な
事
業

主
主
高
市
・
:
開
会
式
・
ホ
ー
ブ
一
一

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
幕
張
メ

ゥ
々
、
川
山
田
)
社
交
ダ
ン
ス
大
舞
踏

会
・
邦
楽
点
悶
犠
務
{
幕
開
別
メ
ッ
セ
、

口
n
口
)
ヤ
ン
グ
ミ
子
i
ジ
ツ
ク
フ

ヰ
ス
テ
ィ
パ
ル
(
幕
張
メ
ッ
セ
、
泣

8
)
閉
会
式
・
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
i

レ
(
煤
文
ル
ル
会
館
、
お
日
M
)

な
ど

牢
穂
市
・
:
日
本
舞
鱗
の
接
典
(
市

民
文
化
会
館
、
げ

g)

本
松
戸
市
:
・
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
特
別
公
繍
(
市
民
会
館
他
、

お
i
M
日
)

事
鶴
橋
市
・
:
例
制
作
繍
蹴
娯
〈
市
民

文
化
ホ
i
ル
、
M
w
i
口
日
)

串
市
川
州
市
・
・
・
吹
奏
楽
の
純
情
典

A
麗
選
3
6
6号
線
沿
い

に
広
が
る
自
治
会

司
会
員
の
交
流
が
磁
ら
れ

る
皿
同
年
館

化
会
館
、
口
口
U

〉

V
入
場
整
議
券
の
申
し
込
み

入
場
盤
理
券
を
ご
希
一
躍
の
方

は
、
ハ
グ
キ
渓
た
は
寵
話
で
、
イ

ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
、
環
翻

番
号
、
希
望
枚
数

(
1
人
3
枚
ま

で
)
を
明
記
し
、
一
γ
2
8
0
千
葉

市
市
場
軒
ー
の
l
操
庁
内
第
6

醤
菌
民
文
化
務
不
難
路
実
行
委

0
4
7
2
(幻
}

1
6
0
1
へ

V
申
し
込
み
の
締
め
切
り
す

べ
て
議
員
に
な
り
次
第
締
切
り

(
ヤ
ン
グ
ミ
ふ
!
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
抽
選
に
よ
り
入

場
務
理
券
を
配
布
、
日
月
幻
沼

ま
で
)

い
内
容
に
つ
い
て
は
、

来
実
行
委
員
会
事
務
局
岱

0
4

7
2
(
れ
)
1
6
0
1
ま
た
は
、

1
6
0
2
へ

っ
た
掃
人
迷
内
会
合
、
躍
は
お
年

寄
り
の
ゲ
i
ト
ボ
!
ル
場
と
し
て

競
わ
れ
る
な
ど
地
械
の
交
流
め
場

に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

故
後
に
布
佐
ム
口
の
自
慢
そ
ひ
と

つ
。
そ
れ
は
日
本
一
お
い
し
い

グ
北
郷
米
。
な
ん
で
す
。
こ
こ
は
、

手
資
沼
の
末
機
は
あ
た
り
、
沼
の

水
を
ひ
け
な
い
の
で
米
を
作
る
の

に
地
下
水
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た

ん
で
す
。
そ
の
た
め
幾
家
の
人
達

が
協
力
し
て
井
戸
6
本
を
期
り
、

地
下
水
を
科
用
し
た
食
械
の
い
い

米
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。
北
郷
米

の
山
間
来
は
、
学
名
か
ら
取
り
ま
し

た
。
新
し
く
越
し
て
き
だ
会
員
に
、

ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
h

v会
長
新
堀
博
(
布
佐
9
5
7
)

第

塁催

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
痴
呆

性
送
人
や
寝
た
き
り
な
ど
ハ
ン
デ

ィ
々
ヤ
ツ
プ
を
も
っ
た
閥
齢
者
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
「
老
い
へ
の

対
応
を
撮
る
」
催
し
が
‘

9
月
8
日

一

z

-

J

V

明

治

意

5
3日
霊

会

を

差

益

雪

兼

ね

て

校

外

で

行

り

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

も

草

委

…

7
向
。
こ

'cn，
vafxv与

事

，

新

za引
d
iベ
轍
弘
山
山
中
一
鯨
芝
生
一
地
で
行
な
う
。
な
わ
れ
、
ま
た
、
数
一
枚
一
絡
に
行
{
リ
ズ
ム
体
操
)
な
ど
欧
米
め
一

ゆ

川

、

V
明
治
差
;
良
部
門
口
初
め
て
敬
な
わ
れ
る
総
合
連
動
会
が
多
か
っ
怒
芸
、
つ
け
た
も
の
も
取
り
入
一

一
天
高
〈
潟
隠
ゆ
る
秋
、
ス
ポ
ま
す
ω

老
招
待
と
し
て
、
出
歳
以
上
の
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
…

一
i
ツ
の
秋
、
臼
縦
日
と
も
な
る

V
明
治
加
年
尋
問
バ
例
日
午
前
9
時

送

人

を

招

く

。

国

自

い

記

鈴

で

は

、

布

佐

小

学

た

。

…

…
と
、
早
朝
か
ら
務
裂
で
体
育
ょ
っ
紙
命
中
霊
場
内
に
て
運
動
会
さ
ら
に
我
孫
子
第
…
小
学
校
の
絞
め
も
の
に
、
「
大
正
4
年
、
億
一
概
あ
ま
り
娯
楽
の
な
い
当
持
、
…

一
祭
の
知
ら
せ
花
火
の
ボ
ン
ボ
ン

V
凶
年
4
月
お
門
口
組
合
小
学
校
運
百
年
史
は
は
、
迷
路
ム
誌
に
選
予
会
議
滋
し
憐
腕
府
議
連
動
会
は
家
族
や
村
氏
、
綜
民
一

…
と
い
う
山
田
に
目
を
縫
申
仇
さ
れ
る
励
会
、
湖
北
松
と
競
技
会

V
明
治
社
年
日
月
に
第

1
m運
動
を
得
た
兇
殺
を
談
持
。
」
「
昭
和
Q
v

に
と
っ
て
お
祭
り
気
分
の
楽
し
…

…
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
と
あ
り
ま
す
。
会
、
青
山
向
原
で
町
内
小
学
校
宅
地
一
校
め
運
動
会
に
出
場
、
縫
い
行
事
で
、
前
日
か
ら
母
親
は
…

一

市

内

め

小

中

学

校

で

は

、

は

子

供

め

連

動

着

、

お

弁

山

告

の

準

…

…
と
ん
ど
が

9
月

中

心

掛

ま

さ

れ

制

麟

麟

欄

開

際

機

躍

糠

鱗

麟

麟

轍

欝

機

麟

干

}

島

'

h

'

F

出
加
な
ど
に
追
わ
れ
、

P
T
A
の
…

議
開
欝
睡
哩
襲
由
選
翠
露
盤
震
伊
豆
，

A
2
-
:
F
f
‘，

一

た

よ

う

で

芸

叩

月

四

尽

の

端

語

鰭

閣

機

騒

謹

厳

闘

部

九

3
h
v
F伊
片
岡

F
a
役
長
誌
の
滋
備
会
受
け
持
一

e-望
明
開
祖
開
ち
・
F…
V
田

守

a'画書
事
関
コ
録
灘
、
姐
讃
除
機
ド
車
騒
二
艦
長
鶏
綴
隊
車
線
問
a
F
3

…
体
育
め
臼
頃
ま
で
は
あ
ち
こ
ち
司
哀
調
時
現

J
1
W
/
j
M
J
d
h
a欝
濯

機

議

耀

親

離

毅

週

議

離

誠

、

っ

た

り

し

ま

し

た

。

(

従

用

不

足

…

…

で

ス

タ

i

o

/

!

の

ピ

ス

ト

ル

の

剥

離

磯

織

機

織

鰍

繍

麟

馴

欄

側

関

翻

機

織

鱗

麟

鱗

欄

脚

の

時

は

、

持

ち

合

せ

の

半

紙

や

一

一

点

闘

や

紫

色

い

喚

声

が

関

こ

え

て

鉛

鍛

会

経

供

し

た

。

〉

食

総

不

足

…

…
く
る
こ
と
と
怠
い
官
や
す
。
ま
た
尚
北
小
の
百
年
夏
で
は
、
の
連
合
運
動
会
が
初
め
て
関
か
勝
旗
…
山
本
、
カ
ッ
プ

4
鑓
受
賞
め
墳
に
は
、
学
校
内
腿
胞
で
で
さ
…

こ
の
学
校
迎
撃
手
初
め
て

V
明
治
山
何
年
、
運
動
品
説
明
付
金
れ
た
。
生
純
一
部
は
着
物
足
慌
て
」
:
:
と
勇
ま
し
い
も
の
が
あ
た
雪
ニ
合
ず
つ
来
九
日
記
っ
…

…
行
な
わ
れ
た
頃
は
ど
ん
な
機
子
(
十
五
河
〉
明
、
参
考
盤
、
地
図
、
足
で
縛
害
物
競
争
、
五
こ
ろ
が
り
ま
す
。
て
惑
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
…

…

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

我

捺

遊

狭

山

譲

歩

」

購

入

す

る

。

し

、

お

だ

ま

じ

ゃ

く

し

競

争

な

戦

時

下

で

は

、

競

技

な

ど

も

導

た

。

…

…
子
第
一
小
、
湖
北
小
、
布
佐
小

V
明
治
お
年
4
・
月
初
段
裁
期
運
動
ど
な
は
な
や
か
に
行
な
っ
た
。
ら
部
カ
づ
く
り
な
、
近
体
と
し
た
カ
灘
励
会
・
:
i
子
供
た
ち
の
普
…

一
な
ど
の
記
録
か
ら
み
て
み
ま
し
会
を
布
佐
治
で
行
な
う
。
こ
れ
に
は
箆
勢
、
湖
北
か
ら
も
技
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
楽
し
み
と
い
…

…
ょ
う
。

V
酬明治

N
2
2
5
R
a奇
襲

盟

国

を

参

加

し

た

。

戦

後

に

な

る

と

、

窓

搬

の

心

配

え

ば

、

泊

り

む

曹

長

ぺ

る

崖

…

…
迷
動
会
に
関
す
る
一
品
物
合
い
我
孫
子
町
背
山
で
開
聞
く
。
(
寄
付
:
:
:
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
も
な
く
、
の
が
の
び
と
運
動
に
汗
命
的
数
々
で
し
ょ
う
か
。
…

…

記

録

は

在

小

の

も

の

が

あ

り

金

志

向

で

誓

聞

を

買

う

)

記

鋭

か

ら

、

当

時

の

議

会

は

、

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

は

な

(

重

警

金

二

内
容
は
、
一
綿
糸
学
倹
職
め
無
潜

成
恭
民
に
よ
る
講
演
ゃ
な
ん
で
も

相
鱗
コ
i
ナ
i
、
高
齢
裁
の
た
め

の
フ
ァ
ア
ン
滋
ン
シ
ヲ
i
、
お
化

ア
粧
の
築
地
指
導
、

震
示
、

あ
-
び

フ
}

ス
一
ア
ム
、

ム
、
シ
ル
パ
i
人

材
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、
移
動

入
浴
車
線
治
と
実
績
な
ど
老

い
心
関
す
る
内
容
が
繰
り
だ

く
さ
ん
で
会
場
は
熱
筑
に
あ

ふ
れ
て
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
彰
鱒
で
出
足

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
定

批
判

6
0
0
人
以
上
の
万
が
訪

れ
ま
し
た
。

あ

れ

れ

幽句砂

丸岬

蔀

び

刷、
ι回

:れ

れ

綱，
私印

o 

秋
晴
れ
の

9
月
7
8

例
制
北
台
市
ザ
ム
決
公
闘
で
、
救
急
フ

ェ
ア
が
、
消
紡
本
部
と
鹿
鱒
会

の
共
鑑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ス
ー
パ
ー
調
理
室
の
ガ
ス

機
発
で
多
数
の
よ
鶴
一
粧
協
殺

が
発
生
」
合
想
定
し
た
救

急
数
線
開
訓
練
で
は
、
数
急

隊
員
と
践
障
の
述
鳴
の
も

と
負
備
容
の
救
出
、
手
当
一

な
ど
本
番
さ
な
が
ら
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
教
室
で
は
、

数
急
隊
員
に
よ
る
広
角
巾

の
龍
用
説
籾
の
あ
と
、
真

制
問
に
体
験
し
て
い
る
親
子

連
れ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

1
日
数
急
獄
長
を
務
め
た
岡

花
拡
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
消

防
音
楽
隊
の
探
察
な
ど
も
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
さ
か
ん
な
始

予
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

に

勢
ぞ

中
学
生
理
科
作
目

9
月い凶悶
μ

訪
日
(
日
)

の
2
日
間
、
中
央
公
民
総
で
市

内
小
・
中
学
生
め
礎
科
作
品
展

が
一
行
わ
れ
、
約
1
1
5
0
人
が

見
学
に
一
訪
れ
ま
し
た
。
〈
写
真
)

田
間
一
市
さ
れ
た
作
品
は
、

部
2
8
3
点
工
炎
工
作
の
部
2

3
2
点
、
概
本
の
部
1
3
4
・5
…で

市
内
各
小
e

中
学
校
か
ら
溜
ば
れ

た
力
作
ぞ
ろ
い
。
中
に
は
、
一
年
間

の
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も

の
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
は
作
品

の
お
米
栄
え
に
自
を
見
張
っ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
令
部
門
と
も
、
そ
れ
ぞ

れ
学
年
ご
と
に
金
賞
1
点
、
鍛

賞
2
点
、
線
設
内
J
d…
が
選
ば
れ

表
制
押
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
で
も
鎌
秀
な
作
品

は
、
東
瀦
飾
教
育
セ
ン
タ
で

聞
か
れ
る
「
教
育
展
」
に
出
品
さ

れ
る
予
定
で
す
。

れ

jcw門
川
〕
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佐守木亮人くん
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平成3年2舟f日現在 *世帯数39，667世帯
人0121.9詩人 鍔61，233人女60，756入
@市役所本1T85…1111 
・つくし童書支所 84-8801
・)OlJ花台支所 88…0828
・滋北支所 88…21竹
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回国国
|硬式テニス〈ダブjω:
市 y 良い大 会;

T>-8鍔 10待20臼〔臼〉鍔モテ色、女
子むクラス 10舟27日〈日〉努子
A、男子壮年、女子A.日クラス

※A=J二級、日間中級、 O出初級

、壮年=45歳以よ〈参加質問。内〉
惨場所市民体育館〈潟子A・8、

j軟式テニス
炉諮詩句月号38(自〉午続き時
が場所帯民体湾鰭テニスコ…ト

炉積回一般男女十2部、壮年鍔

子 (45歳以上〉
惨参加資格高枝生以ょの市内在

住、在勤、在学者(1組問O円〉

6者 'fj¥- 一令官官

T>-8誇信号12E3(二仁〉午後守鰐30 傍受講綴欝 10男178tl'ら平成ヰ
分から3詩3扱武藤務純500舟〉 年3月までの毎週木譲臣午前知雪辱
惨場所市民会議第4・5会誘惑 から正午〈定員40名〉

川一日一胎一一

佐

a一一進一的
?白一一一時一一向

日一一融一一一国
修講演由辺勝美氏〈古代オリヱ 砂場所中央公民舘〈舟1500円〉 分から4時30分〈参加費無料〉
シト得物館研究部祭Y俵窪黙幾と 沙対象市1内在住者〈お子機連れ 砂場所平葉県自治会鶴6階〈午

サンド口-7l¥ッティチエルリの闘 はど滋慮く完ささい〉 築市市場町?の3)

一東西の風神像」 砂内容美容と健康のため!こ 炉対草食事幾主、人事労務接当者

く出入生宇都知詩から午後4H響

詩砂場所 市畏会書きく入場無料〉

t>-黙し1合わせ 〈社〉我孫子市三/)レ

/て一人材センター霊堂(88)2200

回目。a
1'16ミリ映写機関惜齢1
炉問時 10用19自〈土〉、羽田〈日〉
午前9時30暗から午後3時
砂場所水道局4沼会議室

炉移1J[]費無料〈皇食持参〉

快勝師高橋美代子氏 炉内容湾児休業等!こ関する法律

砂申し込み・問い合わせ律援ハ の鋭際会と事務発表

汀キ!こ住所、氏名、電話番号を暁詑 砂窃し込み・問い合わせニ子葉嬢

し、10月号28く土、@麓〉までに霊祭5 人少年護霊堂0472(51)4347ヘ
のT須藤111実子会(84)6204(午後7
鍔!ぷ怒〉ヘ

|やさしい英語教室生|

混合濁欝
環防の状況そ調査する芝め、 10
珂からせ用iこかけて、育w地先か

砂四時部週火擢B、午後?時か ら久守象地先で測盤を行います。

ら3蹄〈会費用2000再〉 炉問い合わせ建設翁未u摂.111上流
砂場所市民会関 工事事務所関滋線合間80(52)3958
砂内容中学枝1. 2年生程度の !ーい…L-.".，，_ … 一一

t>-自時 10時3をきく木〉、 48C金〉
午器切符から〈参舘無料〉

炉滋街諮問詩文化会舘

T>-J:喝容 務演な福祉機善警の震示

t>-定員 各芭15名〈先議I1湊〉 砂部懇 11持 2 ときく土)~4 E3(持〉 併症絡し込み・鶴い合わせ 電話で

惨をおし込み・煙い合わせ八万t子 炉会議第号‘:つくし筆書コミユ二 成田怨047ヰ(53)2922へ
に住所、氏名、年寄君、電話番号、冷 ティーホ…jレ、第2:我孫子ピレヲ

懇8、祁ミソ映写機撮作講習会参 にや瀦!欝伎地集会所、第3:コミユ

加希望と明記し、10月 9E3 0.火、u渉 ニティホーjレ前特設会場
意義〉までに我孫子1684教育委員会 砂作品募集 10用10白〈祝〉ぎで
社会教育課霊堂(85)竹51ヘ 炉問い合わゼ福田fi(85)1500 

lみどり閤勤務職員 I湾臨・海強士自質問

b務い合わせ東童筆中箆地区総合

開発警察務総合霊堂(64)5251へ

惨資格中学枝ま芝は高扱卒業以

ょこの方〈卒業見込みを含む〉

|市民バドミントン大会|
炉日時竹月3日〈祝コ午前9時

惨申し込み・問い合わせ現金機 ル募集期間・賦験目 。高校卒業

穏で住所、氏名、電話努号、大会名、 以上を対象とし芝訓練、 10.用科目

女子A)，溜ゴヒ台テニスコート〈女 自を弱記し、 10湾78く持、 II治議〉 翻潔鑓〈若手名〉
子8・C、壮年〉※雲集合午都8締 霊長で!こ下ケ戸5箆苔m霧怒療霊堂(82) 砂受傍線復 匂持活白〈土〉霊長で
砂資様市内在住、夜畿、夜学轡 9713へ 砂試験日 101'弓278く呂〉

砂場所・種目 市民体商館・男女 団体名、種目を明記し、 10舟18日 〈阿〉から計百〈木〉で作用78C木〉
単・複 C1・2813)、混合複 〈金・必着〉までにつくし襲撃3の5 @中学絞卒業以上を対象とした塑11

線、平成ヰまと1.1=弓う6E3C木〉からお
泊〈金〉で2月138(木〉

券参加資格中学笠ゑu二の市内在 ;務ヰ硲ふれあいの惑I t>-鱈い合わせ祭器工労燈部議築
住、夜勤、在学者。守人2種態以内 あなだも喜怒づくりを答えてみま 綴カ鰐発課n0472(23)2750

(39歳以下の男子は複と混合複の せんか。 I播説話〉ネットワークづくり
罰方出場不可〉 シ自暗号O再24日く木〉午後7告を |宵 Z富 市 出 患 者 l
b参加費 ?人T穣閉300円〈中学 砂場所市民会館く参加資1000円〉 惨臼時叩舟沼田〈自〉、 12悶 7日
生叩O円〉 砂分科会テーマ A公共施設につ 〈日〉午前10時から午後2時
t>-申し込み・問い合わせハガキ いて B手費沼について Oゴミ 砂場所手賀沼公盟多邑的出場
!こ住所、氏名、年齢、性別、滋筋諮 問題について〈先着150名〉 砂問い合わせ篠原霊堂(84)5276
霊号、窪田を明記し、10.阿部日 〈目、 砂申し込み ハガキl之住所、氏名、

lクレンミラー Ukj 
議毘コンサ iート

沙詔締官月278C邑〉縄場午後5
5等、熱演5詩30分
砂入場料 S席50oo~号、 A篤4500

問、日華客4000珂〈全席指定〉
砂入場券発売所平質審呂、ミリ

オシ議君事我孫子扇、ブックススズ

午、熊井欝局、石川春光堂、あびこ

サービスセンター、レコードあっ

ぷる、ポピ一、市民会舘再発信ひろ

がり、器禁欝龍源北台・布佐分麓、中

央公民委察、棺そごう、き包葱箆重量、取

を鮮とうきゅう。

砂鰐い合わせ社会教湾諜

まま〈部)1151

テ年ストを使間

砂防し込み・問い合わせ 渡五皇室ま

〈84)48∞〈午後5詩以降〉

l北部地裁決{じ祭1J揺|

惨鱒し1合めt空 白書誇綾子葉地方選 祉のためにと50)ラ汚の容性ガあり
絡部柏募集議内務会(63)6884 きましだ。

。にっぽんの印後敬う会様から社

会得役施設慈織援金lこと4万2385
持の轡i'SIがありまレ定。

f 法律相践=i'怒E話相談室遺伝00から先欝'10名程度
f 市民臨書館休館
f つつじ荘休館臨

翻
旬
月

2水 1，..消策錦繍哨糊欄∞ト?悶

3木

4 

炉申し込み・問い合わせハガ午 砂採閤殿種一般行政殴日名〉、 伊策絡 18歳以よ27歳未溝の男子
!こ住所、氏名、年齢、電話療を号、総 生務指導員・生活指導繕酪箆ー給食 ル初任給切方3900p::j "滋議館総綴のご灘族から泡銭議

T>-$し込み‘問い合わゼ八万::t- I第 5 器我 5票、子
iこ出湯クラス、住顔、誌名、母齢、 !オーブン星雲議大会語体

電話番号を説記し、 10持8日く火、 T>-8鰭竹月4E3C休〉午蔚設時
必着〉ぎで!こ滋北台7の83O201潟 惨場所信民体育舘
田英志ままく87)2725へ t>-積包岱体戦〈ヰ単T複〉

炉舎加費 Tチーム3500円

※男複2部i芯初j込潜及び40歳以上、
女複2部は初出者及び家庭婦人

1Dl¥務〉までに新木野ヰの24の27JII 電話番号、希望の分料会を関誌し、
喜田溝彦~(88)9274ヘ

子ども
あびっこ・ふえすて

易自誇 101=き13E3C日〉午欝8鰐30
分受注〈穏天決待〉

ー砂場所 手賞沼公喜重多密約広場お

よび中央公民欝

切開アヨ〈号、必着〉さまで記録2の
科の33あびこ瀦憂〈株〉内ふれあい

め毒薬実行委員会ヘ

沙鱈い合わせ 道徳霊堂く47)5000
〈字誌9蒋から午後5時〉

議議子謂民 a

S回定感
炉内容郷土の皇室史を知るあびこ 傍白鰐 10月138C自〉開場午後ヴ
ラ1)一、なかなわ等の遊びの出場 時30分、開演2時〈市民会甜〉
炉参加賀 T人400円 ル入場料 7∞円〈会F吉岡由〉
炉持参するもの おにぎり、食器器 炉問い合わせ w下合(84)3869 
髄総選語、水筒、胸、時計など i 
信て立L・題い合間続子や !ふさしだいなり軟祭
沖間5名でTグループそっくり、 t>-告書懇 切月号38C臼〉午甑切符
電話ですG男知告さまでに子ども会湾 験場所有佳下揺荷滞在溌[Jg

成会連絡協議会事務鰭授梅谷公 狭湾容額っき、出惑など

く83)2636へ ，弱い合わせ斉藤宮(89)2884 

金1:器翠誇塑懇話翌日fr

月「消費生活相鮫立市民格絞察側-15:∞1 F.J I叫配ごと鰍哨棚ゼシター9:0制改∞
l....j'官民図書s休m...J曜の際紛m休館 『つつじ廷体重E

8判官法制器開融制鴻時

9必ず涜費生活穏駁時渓線機総~悩

世突遜事叡本目撃をお認'FOe晃穏霊長懇切∞-15:∞
....jß\Æごと本f3~炎器保緩センターな∞-15:00
crffi!芸包容童書然豊富 認"M障の襲撃物護憲手本襲撃 vつつじ2主体重室

F 法律穏談=ffii完き豊富資繋き:∞かそう党議針。名様笈
ずつつじ主主体重意

r草署費生活相後=ffi民総談塁側:0判 5:00


